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● i)H伽時間 |刑樅場所 実施・協力団体 の他'lf難名 内容期日 二

"ilt軽観光

「トライアングルロー

ド」

7月10日 市内大町 fi所川原･,Ij年会砿所 ○雛蛭半脇美人コンテスト

○世界一の「大虫様」の製作及び運行

○ilt軽半Kルディスコ大会

奴ディスコ、弥三郎ディスコ、奥il軽デ

ィスコ、鯉田アップ.ルテ・イスコ

○稚軽半脇ジャズコンサート

○奥ilt軽ラジコンラ'ノー

○ゆっくり走ろう奥雛羅.交通安全キャンペーン

○奥i_|畷防災展

○その他の展示

12：00～16：00

7月29日 |ﾙI会パレード 市内一円 実行姿1』会 '｣、・中学校鼓箇隙、ブラスバンド、ミス・郷

ミス;It蝿半ｶの市内行進。

10：00～10：50

|ﾙj会式 I|j民体育館 実行姿u会 ○あいさつ

○テープカット

'1：00～11：30

北奥文化研究会

束H流中111史跡保存会

Ｈ
Ｈ

９
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２
３

川
一

７ il!蛭半｣;舟歴史展 IIi1.1 ○i僻f半朏の歴史の写典パネル、年表、出土

品の展示。

○安倍・安東展コーナー
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◆
、

９
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il!蝿半｣;bl'I然・観光展 各市町村 ○各市町村コーナーによる141然・観光等の紹介

○青函トンネル石無料配布

○ilt梶半脇の勤械物を写真パネルにより紹介

○iI螺半脇立体棋剛の展承

○ビデオコーナー

○;_It軽半鵬の森林

○テレホンサービスコーナー
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;I嘩藍杣物の会

板柳町教育研究会

東津軽郡視聴覚教育協議会

金木営林将
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●

i沖f半ﾉ;ﾙ物産腱 I!ill 各ilj町村物唯協会 ○稚軽半脇特産品の紹介・即光

○郷土ﾊﾘ作料理の作')方と無料試食会

○実城コーナー(i"f凧、ヒバ曲物）

○宅配コーナー

児童絵11I'i作"I展

郷土強能発表会

児童絵111'i作"峡 llil上 ii所川原｢怖教青研究会 ;|蛎半K；地域内小学校児壷による絵画作酎,腱

郷土強能発表会 各市町村 IIM仙期|川!1】、各'1j町村交群で郷土芸能を紹介l,il_t
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小学校‘1年生以l･.を対象として半脇サイク'ノ

ンク.．

7jl29H i仲f半ハルサイクリンク ､脚ルーl'l 五所llllji(市サイクリン

グ協会

8：00～16：（)(）

il!慨半ハルバスの旅 実ｲ1･委貝会 バスによるilt経半K舟のI'l然観光及び歴史探訪

①洲蝿半K舟西海ﾉi4コース

②灘軽半脇北端一周コース

7)13111 l,ill8：（)0～

lOll2811 'l!央公災飾 実行委li会 ｢il畷半鵬一その伝統とn||造」

(交流新時代を迎えて）

フォーラム・テ・スカッ

ンヨン

テーーマl(）：0()～16：15

i州f半ﾊﾙ産堆まつり

(1i.所lli原市産業まつ')）

"ij･委u会

（五所川Iﾘ('li)

件市町村物雁協会

il".f半,I;ﾙ地域内の特産I品等を紹介、眼光、‐卜

北､|報j、榧Ma'j半ﾉﾙ地域、三半脇の物唯展

l()1128H

～29日

,ijlt体汀航9：00～16：（)0
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｜津軽半島祭’■ ■｜ 津軽 半島 祭■ ■■ ﾛ

津軽 半島バスの旅第’回津軽半島サイクリング
1.趣旨津軽半島地域内の自然、観光、歴史、物産等を広く内外1．趣旨サイクリングを通し、参加者粗互の友怖を深め、雛

に紹介、宣伝し、地域の観光振興に責するため津軽半腸軽半脇地域内市町村の連雑感を商めるとともに、地域

祭の一環として「津軽半島バスの旅」を実施する。内の自然、観光、歴史等を広く内外に紹介宣伝するこ

2 .主催津軽半脇祭実行委貝会とに賓するため、il軽半脇祭の一環として｢鋪1回獺

3期日昭和63年7月31日（日）軽半脇サイクリング」を実施する。

4.参加料金（1）津軽半島西海岸コース（昼食代含む）2．主催11軽半脇実行委貝会

大人3,000円、中学生以下2,500円3．協力団体五所川原市サイクリング協会・背森ﾘIII:1転車経自動叩

（2）津軽半島北端一周コース（昼食代 含 む ） 商 業 共 同 組 合

大人4,000円、中学生以下3,000円4．期日昭和63年7月29日（金Hi旧）

5.募集人員各コースと も 5 0 名 5 ． 集 合 場 所 五 所川原駅前……午前7時30分（時Ⅲl厳守）

6.キャンセル料出発日の5日前を過ぎた場合､各コースとも1,500円中里駅前･…･…･…午前8時30分（時Ⅲ厳守）

7.申込締切7月15日(金）6．参加料金1名300円(Tシャ､ソを参加者全貝にさしあげます）

8.申し込み及び問い合 わせ先．㈱青森観光センター7．参加資格小学校4年生以上で雌康な方

〒03O五所川原市旭町2a0173-35-41718．申込締切7月9日迄に、役場企IIm室あてに、所定の申込il}に参

旅程 加料をそえて、お申し込みください。

9.免責事項大会参加中の､一切の1粒については、各人の責任と
(1)津軽半脇西海岸コース

7?30 7:.158：10 します。
板板柳信用金庫前－－→越田町役場前－－→五所川原市役所前一一→

10.行事内容(1)実走サイクリング8:25 Bg408:559:15

日本岐古の!)んご樹(柏村)－－→歴史民ｲ谷査料館(森田村)一一→五所川原i_I罐鉄辿利用～中里駅より実走～今泉～
9音25 9:5510:2511：05

縄文住居展示資料館(木造町)－→高山稲荷神社(｣li力付)一一÷十三湖・中のﾊﾙ公側（昼食）～十三糊1大橘～商萢

12:00】2:50」3‘2013:501．1:20～ミサイル道路～屯ケ岡公|41(小休憩）～南広森鯵ヶ沢町－－→千碓倣・昼食一一→円党寺（深浦町）一一→十二湖
16:”18:“ 18:3519:00～鰹免道路～柴田～下紺野～101号線～乾怖～五

（岩崎村）－－→廻堰(趣田町)－－→板柳偏胴金川ililj--→五所川
所111原市民体育館………解散

市原市役所前 （2）お楽しみ抽選会(ff品盛り沢山）

(1)津軽半島北端一周コース11．持物(1)昼食、飲み物、巾il子、手袋(11if)、手拭い等、
7:307:45 8：10

板柳信用金庫前－－→越田町役場前一→五所川原市役所前一→小雨決行いたしますので、i:ij具を準附して下さい。
8:309:2010:“

（2）脚転lliは、参加前に充分点検轆術のうえ、参加し
斜|場館･歴史民俗資料館(金木町)－－→中里町－－→唐川城祉展望

’0;5011:00】2:】0て下さい。
台・三王坊適跡(市浦村)－－÷小泊村一竜泊ラインー晒飛

12．注意事項(1)本大会は、茄順及びタイムを競うレースではあり15:30

・背函トンネル記念館･量I'jz函トンネン体験入坑･昼食(三厩村)－→ません。
袈月海岸(今別町)－－÷松前街道(､Iz舘村)－→観測山峡望台(2)指定されたコース以外の走行は!認めません。

】8:”18:20

（蟹田町）‐－→今泉(中里町)－－諺金木町－－→五所川原市役所 （3）参加者は、本大会関係満の指旅に従って下さい。
18:351B:50

（4）参加者は、Tシャ･ソを滴川して下さい。(Tシャ

前一→槌田前役場前－－→板柳信用金h臆前ヅは、実走前にお渡しいたします）
13．問い合わせ先〒037五所川原市栄町2-10三I玉17JIi所jll原

市サイクリング協会盃()'73-35-1677

●
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津軽半島美人コンテスト参加者募集
時間 演目 出城町村日’

木造町

五所川原市

鯵ヶ沢町

29日 壷山ばやし

獅 子舞

鯵ヶ沢挫句

流し鋤り

１
３
４

１
１
１

２
３
４

１
１
１

一
一
一

０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
３
３

主服津幡半j;ﾙ繁尖行委LI会

1．応募資格満18歳以上の未蛎の女性で11t幡半j約地域内ｲf

住肴

2．申し込所定の申込i1Fにより、金木町役場企IIf'i室にIIIし

み先込んで下さい。金35-2111内線40番まで

3．応募期限昭和63年6ノj30日(ｲ9

4．開催日時昭*1I63年7HlOll(1I)午後lll"～3時

5．会場五所川原巾大町「ﾒL友デパート）

6．賞ミスi卿f半ノル…･･･1名尚金5万円、

｜、ロフィー、他MI'眺

雌ミスi_Ik梶半Jfﾙ…2"1't金3"l11、

トロフィー、他hilll,f

7．その他ミス雛蛭半ﾉ;ﾙ、小ミスilt怪半J;ﾙに決定したﾉﾉ

は、遊ばれてから1年|ﾊ1，iド梶半ﾉｲﾙ地域内市町

村の企仙iするイベントに参加を依邨することが

あI)ます。応罪されるﾉﾉはこのことをご了承く

ださい。

"II1町

岩崎村

30日 登山ばやし

獅-f舞

花_上げ帥り

御慶山師り

十二湖太鼓

ｲr神太鼓

ホ ー ハ イ 節

弥三郎節

０
０
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０
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１

１
１
４

》一

０
０
０
０

０
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１

１

森111村13：00～15：00

31日 獅子群

荒 賜

奴別り

荒賜

ねぶたばやし

チャンチャン帥り

荒賜

網おこしぱやし

JI[力村

今別町

金木町

０
０
０

４
１
５

０
１
１

１
１
１

０
１
１

１
１
１

一
一
一

０
０
０

０
０
２

13：00～13：3(） 深浦町

’
’
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０
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４

１
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一
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０

４
０

３
４

１
１
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今
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六
月
に
な
る
と
、
 全
国
各
地
の
学
 
ら

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
 
六

月
の

校
や
行
楽
地
で
は
プ
ー
ル
開
き
を
迎
 
「

水
難
防
止
活
動
強
化
月
間
」
を
機

え
、
本
格
的
な
水
の
シ
ー
ズ
ン
が
始
 

会
に
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

ま
り
ま
す
。
夏
休
み
を
控
え
た
子
供
 

死
亡
事
故
の
三
分
の
二
は
 

た
ち
に
と
っ
て
は
、
う
れ
し

い
季
節
 

大
人
が
不
在

の
到
来
で
す
が
、
こ
こ
で
気
を
つ
け
 
昨

年

一
年
間
の
水
の
事
故
に
よ
る

た
い
の
が
子
供
の
水
難
事
故
。
毎
年
 
中
学

生
以
下
の
死
者

・
行
方
不
明
者

六
月
か
ら
八
月
の
三
か
月
間
に
、
子
 

は
三
百
九
十
六
人
。
そ
の
う
ち
、
六

供
の
水
を
め
ぐ
る
事
故
が
多
発
し
て
 

月
か
ら
八
月
の
三
か
月
間
に
全
体
の

い
る
か
ら
で
す
。
 

五
三
％
に
当
た
る
二
百
八
人
が
尊
い

で
は
、
こ
の
時
期
、
子
供
を
水
の
 
命

を
落
と
し
て
い
ま
す
。
死
亡
な
ど

事
故
か
ら
守
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
 

に
つ
な
が
る
事
故
の
発
生
場
所
は
、
 

河
川
が
第

一
位
、
次
い
で
海
、
用
水

堀
、
湖
沼
池
と
統
き
ま
す
。
 

一
方
、
事
故
に
つ
な
が
る
行
動
パ

タ
ー
ン
は
、
第

一
位
が
水
泳
中
、
次

い
で
水
遊
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
見
落
と
せ
な
い
の
は
死
亡
事
故

の
三
件
の
う
ち
二
件
が
、
子
供
た
ち

だ
け
で
出
か
け
て
い
る
と
き
に
起
こ
 
 

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

で
す
か
ら
水
難
事
故
を
減
ら
す
に

は
、
ま
ず
第

一
に
必
ず
保
護
者
か
信

頼
で
き
る
大
人
が
同
伴
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
第
二
に
、
子
供
だ
け
で

遊
泳
や
水
遊
び
を
し
て
い
た
ら
、
大

人
が
ひ
と
こ
と
注
意
を
し
て
あ
げ
ま

し
ょ
、つ
。
 

自
宅
付
近
の
危
険
な
 

場
所
を
再
点
検

昨
年
同
期
（
六
ー
八
月
）
の
子
供

の
水
難
事
故
の
う
ち
、
約
八
三
％
が

ふ
た
や
棚
、
立
て
札
な
ど
の
な
い
場

所
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
水
の
シ

ー
 

ズ
ン
を
前
に
、
い
ま
一
度
自
宅
付
近

の
河
川
や
用
水
路
、
織
池
な
ど
を
再
 
 

点
検
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
危
険
な
場

所
が
あ
れ
ば
、
管
理
者
に
申
し
入
れ

て
、
安
全
措
置
を
講
じ

て
も
ら
う
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
 

こ
の
ほ
か
、
雨
が
降
っ
た
あ
と
は

河
川
や
湖
沼
池
の
水
か
さ
が
増
し
、
 

水
の
流
れ
も
速
く
な
り
大
変
危
険
で

す
。
雨
の
降
っ
た
あ
と
の
数
日
間
は
、
 

天
気
が
よ
く
て
も
子
供
が
水
辺
に
近

づ
か
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
あ
げ
ま

し
ょ
、つ
。
 

楽
し

い
夏
休
み
が
悲
惨
な
結
果
に

な
ら
な
い
よ
う
、
親
子
で
水
の
事
故

の
怖
さ
に
つ
い
て
十
分
話
し
合
い
、
 

安
全
へ
の
確
任
を
怠
ら
な
い
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
。
 

割供の 電
気
・
ガ
ス
な
ど
日
本
全
体
で

一

年
間
に
消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

石
油
に
換
算
す
る
と
、
ど
の
く
ら
い

の
量
に
な
る
と
思
い
ま
す
か
。
答
え

は
約
四
億
三
千
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
。
 

三
十
六
階
建
て
の
霞
ケ
関
ピ
ル
を
マ

ス
に
す
る
と
、
約
八
百
四
十
杯
分
に

も
な
り
ま
す
。
 

将
来
こ
の
数
字
は
ど
う
変
わ
る
で

し
ょ
う
か
。
世
帯
数
の
増
加
、
国
民

生
活
の
質
的
向
上
な
ど
に
よ
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
、
今
後
さ
ら
に
伸
 

び
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

夏
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
 

電
力
消
費
量

さ
て
、
こ
れ
か
ら
夏
に
向
か
い
、
 

冷
房
用
を
は
じ
め
と
し
て
、
電
力
消

費
量
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
い
ま

わ
た
し
た
ち
が
心
が
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
省

ェ
ネ
は
、
石
油
危
機
の
と

き
の
よ
う
に
「
我
慢
」
す
る
こ
と
で

は
な
く
、
「効
率
よ
く
有
効
に
使
う
」
 

こ
と
で
す
。
 

そ
こ
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
少
し
で
 
 

も
効
率
的
に
使
う
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
、
こ
の
夏
の
省
エ
ネ
対
策
を

考
え
て
み
ま
し
た
。
 

■

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
！

健
康
の
た
め
に
も
、
冷
や
し
過
ぎ

に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
適
温

は
、
外
気
温
よ
り
五
度
く
ら
い
低
い

温
度
が
目
安
と
覚
え
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
 

●

ェ
ア
フ
ィ
ル
タ

ー
の
掃
除
 

エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
の
目
詰
ま
り
は

風
の
流
れ
を
悪
く
し
、
冷
房
能
力
を

弱
め
、電
力
消
費
量
を
増
や
し
ま
す
。
 

半
月
に
一
回
は
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

●

室
外
機
は
日
陰
に
 

室
外
機
に
直
射
日
光
が
当
た
る
と
 
 

放
熱
効
果
が
悪
く
な
り
、
冷
房
効
果

を
弱
め
ま
す
。
直
射
日
光
の
当
た
ら

な
い
場
所
に
設
置
す
る
か
、
日
よ
け

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

■

冷
蔵
庫
ー
 

●

ド
ア
の
開
閉
は
す
ば
や
く
 

一
回
の
開
閉
時
間
が
長
か
っ
た
り
、
 

回
数
が
多
い
と
庫
内
の
温
度
が
上
が
 
 

リ
、
電
力
消
費
量
が
増
え
ま
す
。
 

●

周
囲
に
十
分
す
き
問
を
あ
け
る

冷
蔵
庫
は
庫
内
の
熱
を
外

へ
放
出

す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
冷
蔵
庫
の
周
り
を
壁
な
ど

に
密
着
さ
せ
る
と
熱
が
外
に
出
に
く

く
た
り
、
電
力
消
費
量
が
増
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
壁
に
ぴ
っ
た
り
つ

け
ら
れ
る
タ
イ
プ
の
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、

で
き
る
だ
け
周
り
は
＋
セ
ン

チ
以
上
の
す
き
間
を
あ
け
ま
し
ょ
う
。
 

●

直
射
日
光
や
火
の
そ
ば
は
避
け
る

直
射
日
光

の
あ
た
る
場
所
、
ガ
ス

コ
ン
ロ
の
横
な
ど
、
熱
に
よ
る
影
響

を
受
け
や
す
い
場
所
は
避
け
、
風
通

し
の
よ
い
場
所
に
置
き
ま
し
ょ
う
。
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遮
気
・
ガ
ス
な
ど
日
本
全
体
で
一

年
間
に
消
我
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

打
汕
に
換
算
す
る
と
、
ど
の
く
ら
い

の
仙
に
な
る
と
思
い
ま
す
か
。
答
え

は
約
四
徳
三
千
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
。

三
十
六
階
通
て
の
麓
ヶ
関
ビ
ル
を
マ

ス
に
す
る
と
、
約
八
百
四
十
杯
分
に

も
な
り
ま
す
。

将
来
こ
の
数
字
は
ど
う
変
わ
る
で

し
ょ
う
か
。
世
冊
数
の
琳
加
、
国
民

生
活
の
鷺
的
向
上
な
ど
に
よ
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
識
要
は
、
今
後
さ
ら
に
仲

六
月
に
な
る
と
、
全
国
各
地
の
学

校
や
行
楽
地
で
は
プ
ー
ル
開
き
を
迎

え
、
本
格
的
な
水
の
シ
ー
ズ
ン
が
始

ま
り
ま
す
。
夏
休
み
を
控
え
た
子
供

た
ち
に
と
っ
て
は
、
う
れ
し
い
季
節

の
到
来
で
す
が
、
こ
こ
で
気
を
つ
け

た
い
の
が
子
供
の
水
難
蛎
故
。
毎
年

六
月
か
ら
八
月
の
三
か
月
間
に
、
子

供
の
水
を
め
ぐ
る
掘
故
が
多
発
し
て

い
る
か
ら
で
す
。

で
は
、
こ
の
時
剛
、
子
供
を
水
の

事
故
か
ら
守
る
た
め
に
は
ど
う
し
た

▼
告
知
板
／
ご
存
じ
で
す
か

童
の
盾
匝
ネ
対
重

決
め
手
は
効
率
よ
く
有
効
に
使
う
こ
と

半
数
以
上
が
夏
に
集
中

び
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

薑
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
Ｊ

電
力
消
費
垂

さ
て
、
こ
れ
か
ら
奥
に
向
か
い
、

冷
冴
川
を
は
じ
め
と
し
て
、
屯
力
柵

甜
雌
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
い
ま

わ
た
し
た
ち
が
心
が
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
省
エ
ネ
は
、
洞
汕
危
機
の
と

き
の
よ
う
に
「
我
世
」
す
る
こ
と
で

は
な
く
、
「
効
率
よ
く
有
効
に
使
う
」

こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
少
し
で

ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
’
六
月
の

「
水
難
防
止
活
動
強
化
月
間
」
を
機

会
に
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

死
亡
事
故
の
三
分
の
二
は

大
人
が
不
在

昨
年
一
年
川
の
水
の
辨
故
に
よ
る

中
学
生
以
下
の
死
者
・
行
方
不
明
者

は
三
百
九
十
六
人
。
そ
の
う
ち
、
六

月
か
ら
八
月
の
三
か
月
間
に
全
体
の

五
三
％
に
当
た
る
二
百
八
人
が
尊
い

命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
死
亡
な
ど

に
つ
な
が
る
蛎
故
の
発
生
場
所
は
、

●

’

■
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
｜

他
殿
の
た
め
に
も
、
冷
や
し
過
ぎ

に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
適
温

は
、
外
鉱
柵
よ
り
五
度
く
ら
い
低
い

温
度
が
目
安
と
覚
え
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

●
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
の
掃
除

エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
の
Ⅲ
砧
ま
り
は

風
の
流
れ
を
悪
く
し
、
冷
匪
能
力
を

羽
め
、
地
力
術
岱
欣
を
蛸
や
し
ま
す
。

半
月
に
一
Ｍ
は
姉
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
室
外
機
は
日
陰
に

室
外
機
に
祓
射
日
光
が
当
た
る
と

も
効
率
的
に
使
う
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
、
こ
の
夏
の
省
エ
ネ
対
紫
を

考
え
て
み
ま
し
た
。

河
川
が
第
一
位
、
次
い
で
海
、
用
水

恥
、
湖
沼
池
と
続
き
ま
す
。

一
方
、
塀
故
に
つ
な
が
る
行
動
パ

タ
ー
ン
は
、
鋪
一
位
が
水
泳
中
、
次

い
で
水
遊
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
兄
落
と
せ
な
い
の
は
死
亡
小
故

の
三
件
の
う
ち
二
件
が
、
子
供
た
ち

だ
け
で
出
か
け
て
い
る
と
き
に
起
こ

筐ヨ
淘
獄
・
｝

一
。
洲
印
一

合
Ｕ
・
蛙
や
一
一

放
熱
効
果
が
悪
く
な
り
、
冷
房
効
果

を
弱
め
ま
す
。
応
射
Ｈ
光
の
当
た
ら

な
い
場
所
に
股
慨
す
る
か
、
日
よ
け

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
冷
蔵
庫
一

●
ド
ア
の
開
閉
は
す
ば
や
く

一
回
の
開
閉
時
間
が
踵
か
つ
た
り
、

川
数
が
多
い
と
叩
内
の
柵
度
が
上
が

自
宅
付
近
の
危
険
な

場
所
を
再
点
検

昨
年
同
期
（
六
～
八
川
）
の
子
供

の
水
難
事
故
の
う
ち
、
約
八
三
％
が

さ
く

ふ
た
や
柵
、
立
て
札
な
ど
の
な
い
場

所
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
水
の
シ
ー

ズ
ン
を
前
に
、
い
ま
一
腱
脚
宅
付
近

た
め

の
河
川
や
用
水
路
、
溜
池
な
ど
を
脚

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

で
す
か
ら
水
難
班
故
を
減
ら
す
に

は
、
ま
ず
蕊
一
に
必
ず
保
換
者
か
備

細
で
き
る
大
人
が
同
伴
す
る
こ
と
か

大
班
で
す
。
第
二
に
、
子
供
だ
け
で

遊
泳
や
水
遊
び
を
し
て
い
た
ら
、
大

人
が
ひ
と
こ
と
注
迂
を
し
て
あ
げ
ま

‐
ｌ
）
、
卜
手
、
「
ノ
○

●

り
、
岻
力
消
我
趾
が
恥
え
ま
す
。

●
周
囲
に
十
分
す
き
間
を
あ
け
る

冷
蔵
庫
は
庫
内
の
熱
を
外
へ
放
出

す
る
仕
細
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
冷
職
庫
の
周
り
を
鞭
な
ど

に
密
溶
さ
せ
る
と
熱
が
外
に
出
に
く

く
た
り
、
地
力
消
岱
岨
が
蛸
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
砿
に
ぴ
っ
た
り
つ

け
ら
れ
る
タ
イ
プ
の
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
で
き
る
だ
け
周
り
は
十
セ
ン

チ
以
上
の
す
き
間
を
あ
け
ま
し
ょ
う
。

●
直
射
日
光
や
火
の
そ
ば
は
避
け
る

血
射
Ｈ
光
の
あ
た
る
場
所
、
ガ
ス

コ
ン
ロ
の
横
な
ど
、
熱
に
よ
る
彩
郷

を
一
堂
け
や
す
い
場
所
は
避
け
、
風
通

し
の
よ
い
場
所
に
縦
き
ま
し
ょ
う
。

点
検
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
危
険
な
場

所
が
あ
れ
ば
、
管
理
者
に
申
し
入
れ

て
、
安
全
描
世
を
識
じ
て
も
ら
う
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
雨
が
降
っ
た
あ
と
は

河
川
や
湖
沼
池
の
水
か
さ
が
蛸
し
、

水
の
流
れ
も
速
く
な
り
大
変
危
険
で

す
・
胴
の
降
っ
た
あ
と
の
数
日
洲
は
、

天
気
が
よ
く
て
も
ｒ
供
が
水
辺
に
近

つ
か
な
い
よ
う
に
注
通
し
て
あ
げ
ま

－
）
よ
、
７
。

楽
し
い
夏
休
み
が
悲
惨
な
結
果
に

な
ら
な
い
よ
う
、
親
旺
で
水
の
小
故

の
怖
さ
に
つ
い
て
十
分
話
し
合
い
、

安
全
へ
の
確
任
を
怠
ら
な
い
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
。
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先物取引・抵当証券など 

首笥筆Iー税 6月30日まで 
もうお納めましたか？ 

あなたも緑のオサ 
国有林の点轟づくりに、あなたの参加お碑ちじています 

，林野庁 

お急ぎください．ク 

前売期間残りわずかです。 

編気 7るう 
ス 7 n9I',プ 

新たな交流と発展 北の飛躍をめざして 

EXPロ'DO 
青函トンネル開通記念博覧会.器歌騒購鶏S1BB?1LI) 

■人場料金 
	

（円） 

区分 大人 高校生 小・中学生 幼児 

前売券 1,500 1,000 700 200 

当日券 2,000 1,500 1,000 300 

⑨ 金木だより川川川川mII' 

男女雇用機会均等月問 貿易記念日（ 6 月28日） 

緑のオーナー好評募集中ク ～金木営林署～ 警察官（大学卒）募集中 
～青森県警察本部～ 

青森県警察本部では、警察官（大

学卒）を募集しております。 

◆募集期間 

6 月13日から 7 月 4 日まて二

◆採用予定人員 

約15人 

◆受験資格 

昭和36年4 月 2 日から昭和42年 

4 月 1日までに生まれた男子で、 

大学を卒業した者又は、昭和64 

年 3 月31日までに卒業する見込

みのある者。 

詳しくは最寄りの駐在所又は、金

木警察署（e53一 2117）までお間い

合わせてください。 

なお、警視庁、神奈川県、千葉県

埼玉県、及び静岡県の警察官を志望

する人も同時に受験することができ

ます。 

こんな販売手口にこ用心 

見本工事商法鷺蒙＃盗ど 

☆市販のもと比べ、本当に有利かどうか確かめる。 

= ==＝ 一ー 一‘ー一 ー 一一 一ー ー一 ~ 

もうけ話商法 

★「うまい話」には必ずウラがある。 

◆緑のオーナー（分収育林制度）は、 

皆様と国有林との間で、植えてか

らおおむね30~ 35年生のスギ人工

林について、共同で育てる契艦工を

結びます。 

◆希望される皆様は、1ロ当たり50 

万円を負担していただき、森林の

共同者となります。 

◆契約で定めた時期に立木を販売し 

て、その収益の分配を受けます。 

◆ご参加の際、不動産取得税や固定 

資産税の課税はありません。 

◆契約者の皆さんには、全国有名観

光地の旅館・ホテルの割引利用の

ほか、国営・国設スキー場等の優

遇利用などが受けら才ノ11ます。 

◆募集期間 5 月下旬～ 7 月下旬

詳しいことは、金木営林署（廿53 

1 3115) へ。 

最寄りの銀行、信用金庫、信用組

合、農業協同組合又は郵便局から納

めてください。 

⑥納税通知書の1枚目は、納税証

明書となります。自動車検査証

と一緒に保管しましょう。 

五所川原県税事務所 

雪34一2111 

■前売券発売所 

＠金木町観光協会事務局 

（役場2階商工観光課内） 

⑥金木町商工会事務局 

■前売券発売期間 

昭和63年 6 月30日まて‘ 

キ
・
ン
ヤー
ン
中
で
丁
か
っ
 

市
価
の
半
顧
で
 

見
本
ニ
事
t
や
ら
て
て
く
だtIい
．
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⑮④⑤⑬ 男女雇用機会均等月間貿易配念日（6月28日）

警察官(大学卒)募集中
～青森県警察本部～ 緑のオーナー好評募集中〃～金木営林署～

青森県警察本部では、警察官（大

学卒）を募集してお'）ます。

◆募集期間

6月13日から7月4日まで

◆採用予定人員

約15人

◆ 受験責格

昭和36年4月2日から昭和42年

4月1日までに生まれた男子で、

大学を卒業した者又は、昭和64

年3月31日までに卒業する見込

みのある者。

詳しくは般寄I)の駐在所又は、金

木警察署(a53-2117)までお問い

合わせてください。

なお、警視庁、神奈川県、千葉県

埼玉県、及び静岡県の警察官を志望

する人も|司時に受験することができ

ます。

◆緑のオーナー（分収育林制度）は、

皆様と国有林との間で、柚えてか

らおおむね30～35年生のスギ人工

林について、共同で育てる契約.を

結びます。

◆希望きれる皆様は、l口当たり50

万円を負仙していただき、森林の

共同者となります。

◆契約で定めた時期に立木を販売し

て、その収益の分配を受けます。

◆ご参加の際、 不 動 産 取 得 税 や 固 定

安産税の課税はありません。

◆契約者の皆さんには、全同有名観

光地の旅館・ホテルの11ill引利用の

ほか、国営・I玉1段スキー場等の優

遇利用などが受けられます。

◆募集期|制5月下旬～7月下+IJ

詳しいことは、金木営林料（盃53

－3115）へ。

凸．

伊

樹
p

,.世

－
１
１
１

●

蝿のｵー ﾅー筆1画ぶあなた

国有林の歳森づく‘jに､あなたの参加お待ちぱし､ます

②林野庁

’こんな販売手口にご用心

岐寄りの銀行、佑用金庫、信用組

｡､
合、農業協刷組合又は郵便吋から納

めてください。

◎納税通知1Iドの1枚目は、納税紙

明書となります。’'1動車検査I柾

と一緒に保管しましょう。

五所川原県税1f務所

盃34－2111

●見本工事商法:患難穐ど

キ
ヤ
ン
津
、
１
シ
中
で
す
が
う

，
手
掴
の
半
漂
で

白
星
岑
一
｛
阜
乞
や
う
ご
て
く
・
冨
一
い

断たな交流と苑鵬 北の飛雌をめざして

EXPDBB
含博覧会目謝鴎總顯瀕認温圃

△
★市販のもと比べ､本当に有利かどうか確かめる。

‐一9一戸一一F一一一一弐一
一一一一.ー一一一一一 青函トンネル開通記念博覧会目蕊

お急ぎください〃

前売期間残りわずかです。

■ 入 場 料 金 (|｣]）

■前充券発光所

◎金木町観光|ﾙﾙ会リf務ﾉij

（役場2階商工観光課内）

◎金木町商工会』jf務局

■前充券発光期間

昭和63年6月30日まで★｢うまい話｣には必ずウラがある。

L 一
一 一一一一一一一一 一

もうお納めましたか？

自動車税
6月30日まで

区分

前充券

当日券

大人

1，5()0

2，000

問校生

1，()00

1，50(）

ﾉ1，．111学生

700

1．000

幼児

200

300
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ユ

〃
ち
び
っ
こ
太
刀
振
り
″
と

鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド

＝

▲、ちびっこ太刀振り．を披露する児童

ｌ
喜
良
市
小
１

．
六
月
八
日
、
轡
良
市
小
学
校

で
は
、
奥
の
間
の
瓶
害
虫
防
除

と
秋
の
蝋
作
を
祈
り
、
一
年
生

か
ら
三
年
生
ま
で
の
児
児
八
十

川
名
か
か
わ
い
ら
し
い
「
太
刀

る
賑
り
」
を
披
露
し
な
が
ら
喜
良

北
市
地
区
を
練
り
歩
き
、
沿
道
か

け
ら
嘘
ん
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま

趣
し
た
。

援
ま
た
こ
の
日
、
〃
日
咄
日
お

姉
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
運
動
会
兄

妻
に
来
て
ね
〃
と
鼓
笛
隊
パ
レ
ー

華
ド
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

幾士
ロ▲

●
▲運動会を前に行われた鼓笛隊パレード

今角棟今山中
H 1方口谷お

し
あ
わ
せ
に

、
禰
山
和
人
（
滴
桁
）
金
木

／
川
上
香
（
蝿
）
愛
知
県

（
金
潔
司
（
岩
男
）
嘉
瀬

《
竹
内
典
由
美
（
昭
義
）
金
木

中
谷
敏
彦
（
利
通
）
川
倉

（
伊
南
美
和
子
（
忠
雄
）
市
浦
村

、
枇
山
哲
論
（
友
昭
）
理
所
川
畢
叩

》
石
戸
谷
郁
子
（
欣
二
）
金
木

へ
踵
尾
聡
（
亮
三
王
宮
良
市

〆
菊
池
る
み
子
（
サ
ヅ
）
鶴
田
町

穂
川
村
隆
明
（
璽
治
）
喜
良
市

（

》
長
内
良
子
（
正
二
金
木

鶴
戸
籍
の
窓

五
月
届
出

お
め
で
と
う

千
尋
（
徳
善
）
川
倉

朋
美
（
教
男
）
喜
良
市

大
海
（
三
千
年
）
嘉
瀬

麻
美
（
秀
雄
）
喜
良
市

和
美
（
窓
美
）
金
木

他
聖
（
弘
晃
）
喜
良
市

Rまじめまし
（
原
田
均
（
幸
雄
）
藤
枝

〃
水
木
あ
き
子
（
純
逸
）
弘
前
市

（
迫
田
塊
孝
（
隼
人
）
窩
崎
県

諄
沢
田
琴
美
（
裕
久
）
金
木

（
”
咄
識
郡
一
峠
錆
一
耐
浦
畔

へ
石
戸
谷
竜
海
（
文
雄
）
金
木

豪
永
吉
美
幸
（
幸
吉
）
冊
井
県

、
川
脇
新
天
稔
）
中
里
町

多
前
田
康
子
（
俊
夫
）
神
原

中
谷
稔
（
剛
夫
近
所
Ⅲ
術

一
木
村
育
世
（
好
光
）
金
木

隻
今
官
（
武
太
唾
嘉
瀬

一
山
内
美
由
紀
（
常
雄
）
扣
馬
村

（
癖
田
美
峰
獅
一
癖
御
一
筵
亜
砕

へ
糸
谷
正
彦
（
正
莪
）
市
・
浦

診
津
田
籾
美
子
（
良
沽
）
嘉
瀬

（
》
細
搾
辛
一
癖
岬
一
鰡
唯
姉

て

幽
仙
・

戸

一
‐
』
「

了
一
飼
一
』

● 』－

－

認小竹l雁’三今中今今
川林内川上谷

リ金
迦 定 一 、 ソ ハ と ． ． 旭 四
吉雄郎エルめトー郎
へへへへへへへへへ

777073625691816175

才才才オオオオオオ
ーー菅一一一一一…

川金藤金金喜川喜那
良良

介木枝木木市倉市瀬

お
く
や
み

たいかい

大海ちゃん
5月2日生まれ

体亜3,650グラム

粥瀬下新町

今三千年さんの踵男

ちひろ

千 尋 ち ゃ ん

4月26日生まれ

体砿3,570グラム

川fr林下

中谷徳善さんの次女

、

、
ノ

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
広
く
募

集
し
て
い
ま
す
。

●
役
場
に
関
す
る
こ
と

●
町
内
に
関
す
る
こ
と

●
身
近
な
満
題

●
ア
イ
デ
ィ
ア

そ
の
他
な
ん
で
も
投
普
し
て
く

だ
さ
い
。
投
普
は
、
庁
舎
内
の

投
件
締
を
利
用
す
る
か
直
接
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
送
り
先
〉

金
木
町
役
場

企
阿
室
広
聴
係
あ
て

※
金
木
だ
よ
り
に
掲
赦
も
あ
り

ま
す
の
で
町
内
・
氏
名
は
必
ず

明
記
し
、
匿
名
の
場
合
は
そ
の

旨
を
お
書
き
く
だ
さ
い
・

／
、

金
木
だ
よ
り
五
月
号
中
、
行

政
協
力
貝
の
中
で
、
別
会
長
の

中
村
利
宗
さ
ん
が
利
定
に
、
委

貝
の
渋
川
正
夫
さ
ん
が
渋
谷
に

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
訂
正
し

て
お
詫
び
致
し
ま
す
。

尚
、
未
定
で
あ
っ
た
栄
町
行

政
協
力
委
皿
は
、
松
橘
降
三
さ

ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

／
、

◆
お
わ
び
◆

、 ノ

型＝‐一一一一一

人
口
と
世
帯

5月31日現在前年同月比

男6,547－95

女7，118－122

計13,665-217

世帯数3,9180


